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関係していたであろうことは容易にうなづける。しかし，より厳密に言うなら
ば，「ゲーテ云々」というコンウェイの発想の方が平実に先行しているように思
われるのである。
（５） 
最近のこと，’１１世およびルネッサンス191に関係する一般的な書物を少しばか
り読みあさっていたとき，私はたまたま次のような分厚い研究書を読むことに
なった。ミハイール・バフチーンという人の書いた『フランソワ・ラヴレーの作
,W,とに''１１t・ルネッサンスの民衆文化』がそれである`3'・フランス文学にもラヴ
レーにもｌ１ｉ外漢の私には言うにはばかれることなのだが，バフチーンは第一章
｢笑いの歴史におけるラヴレー」の'１１で，ラヴレー以後のおもだったラヴレー観
を解説し，批判している。バフチーンのラヴレー観はそうした過去のラヴレー
観を検証したうえで成り立っているわけだが，私にとって忘れられなかったこ
との一つは，いかなる'1才代にも，たとえば啓蒙と偶像破壊の時代にも，浪漫主
義の時代にも，蛾も一般的な意味で言う笑いさえも，偏狭なモラルで閉じこめ
ようとする`'LA潮があったという点であった。このことはまた，人はある考えを
打ち出すことによって，みずから己れの考えを規定し，しばしば狭めてしまう
ということを知らせている。私はたまたまこの研究評と’111前後して，「メリー・
マウントのｎ月柱」を精読するつもりで読み返していた。そして，改めて
ホーソーンの象徴の強烈さとグロテスクさに感じ入った｡それから，当然のことな
がら，私の中に次のような疑lMlがわいた。ホーソーンは何故，笑いをかくも歪
めて描かなければいけなかったのか，と。
過去の歴史の'|]に物語の辨台と素材を求めたことは，スコットの文学とリー
ジョナリズムに関連する|Ｈ１題と表裏をなしていることなのだが，アーヴイング
の場合と同様，ホーソーンの場合にも，しばしばアメリカニズムと結びつくこ
とは当然のことだった。これは{i)}究する立場からも言えることであって，ホー
ソーンの評(illiにヨーロッパの伝統を持ちこもうとする研究は逆にこのことをよ
く証IﾘIしている。「アメリカの文芸批評はショーヴイズム的とまではいかないに
しても，島匹|的であった」とサーブは言う剛。そして，これらの結果がニュー・
イングランドのピューリタニズムにまでさかのぼってしまうことも，恐らく
ホーソーン自身が知っていたように，やむをえなかったことなのである。真に
風土的なものは，その土地の言葉でしか表現しえないのだ；と言ってしまえば
それですむことでもある。ホーソーンもまた例外ではない。「反逆的ピューリ
タン」としてホーソーンをとらえたとき，たぶんホーソーンは最も広範な理解を
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もってピューリタンの'１１に組み入れられるのであろう。しかも，宗教に関する
ホーソーンの考え力は，カルヴイニズムにも近いと『１じょうにカトリシズムに
も近いとする見方さえあるくらいなのだ'351．私はそうしたホーソーン像を組み
変えようとは思わないし，否定しようとも)６Aってはいない。しかし，「ホーソ
ネスク」という言葉さえあるということは，一体何を語っているのだろう。
ピューリタニズムはホーソネスクとは一致しないし，その逆もまた真であるとい
うのが，私の基本的な考え方であり，出発点である。以前私は，この二つの言
葉を両側に置いて，「ピカレスク」という概念を用いたことがある。この概念も
また－面(19であることは確かなのだが，ホーソーンの生ilI；のある時点では，ピ
カレスクはピューリタニズムよりもより基本的に作用したにちがいない，と私
はその時考えたのである。
「メリー・マウントの五月柱」には，ホーソーンがそのＩＦ１１頭に掲げているよ
うに，種本がある“。しかし，lTilじ所でホーソーン'二I身がⅢTわっているように，
彼はこの「哲理を含んだロマンスのための兄ＬＩｉな材料」を「ほとんど向動的に
一種の寓話」に書き変えた。この評き変え，すなわち，過去をある形に把握し
なおすこと，これが「メリー・マウントの川三1柱」を一つの作品に作りあげて
いる力であり，彼の大''''1分の作,'h1,に共通するホーソネスクの核になっていると
私は思うのである。ホーソーンがピューリタニズムに同情的であるか反逆的で
あるかは二次的な問題にしかならない。過去にとらわれること，あるいは，過
去をある形に把握しなおすこと，これは，今日，明[1と過ぎ去っていく自分を
もまた過去としてとらえることを妨げはしない。一見静寂そうに見える彼の人
生の中で，実は彼は絶えず自己認識とその変化をくり返してきたのだ，と言っ
ても，特別のことを指摘したことにはならないだろう。ピューリタニズムより
もホーソネスクの方に，または，社会や風土よりも個人的なものの方に重きを
置いたからといって，ホーソーンがわれわれに訴えかけてくるものが減るなど
とは，私は少しも考えないのだ。
たとえば，メリー・マウントは瓜衆の笑いというものが消えるところであっ
て，民衆の笑いがグロテスクに，あたかも見下げられたように描かれていると
しても，それから，選良としてのピューリタンが道徳の権化として描かれてい
るとしても，あるいはまた，五月王と王妃がこの両者の中間にあって，理想を
代表しているのだとしても，民衆の笑いの消えるところ，または，民衆の笑い
の消えるときが何を示すものであるかは，もはや作者の意図を越えて読者に伝
わってくるのである。同じことは，彼の他のほとんどの作品についても言える
だろう。
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彼の作,１１，にカルチュラル・シンボルを読み１lxる方法があることも私は知って
いる。あるいはまた，ゴシック小説の伝統の''１でとらえる方法があることも知っ
ている。それはそれで大いにIillililIのあるやり力であるのだが，ホーソネスク
なるものの｢''心は依然として別のところにあるように思われるのである。私は
頑lDhlすぎるくらいに，ホーソーンのIlljl性にこだわっているのかもしれない。し
かし，これも実ぱ，ホーソーンを風二１２と歴史のI|]にlM化こめるよりは，西洋，
東洋にこだわらず，近代とか現代の広がりの'１１でとらえた方がずっとやり１１]斐
のあることだと考えているからに他ならないからである。
（６） 
認識作111を極めることはむずかしい。作家の頭悩の働きを図で示すとなると，
これはもう備越もはなはだしいことかもしれない。そうと知りつつ，なお作者
の奥深〈へ入ろうとすることは，たとえば夏[|漱ｲｰiの脳味'1(1)が普通の人のそれよ
りもzliかつたと|ﾙ]いてｉｉｊ(息したくなると同じほどに，その作者に尊敬の念を抱
き，畏敬を感じているものなのである。
まるでわめき散らしたとでも言いたいほどにlMj所にホーソーンが記録した，
かの「陰禰な部屋」をのぞいた結果はliilだったろうか。二つのことは確実に言え
るだろう。その一つは，陰鱒な部屋に代表される孤立時代というのは，初めか
ら終りまで一様にあったのではなくて，恐らく，iii半と後半とでは非常にち
がったものであっただろうということである。私はその分かれ|］を1834年におい
たのだが⑰，実はもっと前に置くべきかもしれないし，考証の内容次第で多少
の異同はあるだろう。ブリッジがホーソーンの意に応じて当時の手紙を焼いて
しまったのを残念に思わない人はいないはずだが，それをうらみがまし〈,liljう
あまりに，数字や年代にこだわる必要はない。とにかく，1834年前後に内部体
験の一つのピークがあったと考えられ，それから後，短禰集の刊行とソファイ
アとの,111,会いに到るまでの'''１に，ゆるやかな，しかし，依然として過去からの
危機をリ|きずったままの体験の進行があったのではないかと推定できるのであ
る。モリスによれば，ブリッジの返信を老)iけると，1836年からその翌年にか
けてこのピークがあったらしいとされている咽・マーチンもまた，ブリッジの
手紙の|ﾉ(l容から推定して，この1836ｲ１１に焦点を当て，ホーソーンはこの頃作品
を書く気をなくしていたと考えている０，．
確実に言えることの第二は，彼のこの１１１１における内部体験の強烈さは，幸か
不幸か，彼の後の作,libのほとんどあらゆる素材と手法をすでに用意してしまっ
たということである。素材の広がりと手法のきめ細かさは，もちろんその後に
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もつけ加わるわけであるが)彼の意志と感情とは別に，象徴と寓意に生涯拘泥
してしまったことでも分かるように，彼はこの時!Ⅱlの体験の呪縛から生涯逃れ
ることができなかった。たぶん，そういう言い力はＪＭｉｉではないのかもしれな
い。初めの短篇災だけがホーソーンの文学のすべてではないのだから，むしろ，
彼はすでにこの１１棚1に，彼|と|身はそれとは知らずに，彼の文学を硴立したと言
うべきなのかもしれない。われわれ後世の人'''１はすでに彼の４ＭFをｽﾞⅡっている。
彼が後世に伝えた文学の進1)随ｸillっている。将来の｢|己を二r兇するということ
はあったのかもしれないとしても，｜ヨ分の文学の全貌をホーソーンは知るよし
もない。だから，彼の孤立時代の，それも，とりわけ，陰１W〔な部屋での体験が
偉大であったかどうかということになると，’''１題はまた全然ちがってくるであろう
し，もしそれを論ずることになれば，われわれにはもはや偉大さというものを証拠
づける決め手となるものはIiiIもない，ということがIﾘ|らかになるだけであろう。そ
れに，「陰櫛な部屋」のＩＩＪに偉大なホーソーンを兄るよりも，同じその陰欝な部
屋が，強烈な|÷1意拙の支１Wける工房となっていて，その'１１に，無名の，悩める，
孤独をなげくホーソーンを兄た力が，はるかにわれわれには親しみがわく。
エマソンが言ったように，ホーソーンは読者をあまりにもしばしば彼の書斎に
招き，あたかも菓子雁がお客に向って，さあ，ケーキを作りましょうと言うよ
うに，創作のプロセスをｌＷｌいてみせるのである''0。そして，｛D｢究者もまた，熱
心な－人の読者であることに変わりはない。
『王
(1)RandaⅡStewal､t，ⅣulAm〃ｉｃノHuwlAor"ｅＪｄＢｉｏｇｒｕｌ)ﾉ11ﾉ，ArcllonBooks，１９７０，
１)p，２７－４４．ＭａｒｋＶａｎＤｏｒｅｎ，ＮｕｌＡａ７１ｉｅノ〃α10'1ﾉlor71e，ＮｅｗＹｏｒｋ，Ｔ}】ｅＶｉｋｉｎｇ
Ｐｒｅｓｓ，１９６６，１〕1)．２３－６０．Ｅ〔1Ｗａ,､ｄＭａｔ１ｌｅｒ，Ⅳ('1ﾉｌｕ７ｌｉｅノ〃nＷﾉﾉ'０)･71ｅ８ＡＭｏ(ﾉｅｓｌＭ(u『'，
Ｗｅｓｔpoint，Ｇｒｅｅｎｗｏｏ(ｌＰｒｅｓｓ，１９７０，ｐ、３２．
(2)ＨｅｎｒｙJames，ノノ(u'''1ﾉＩＣ)ｗ(?，NewYbrk，CornellUniv・Press，１９６６，１〕p、２０－３３．
(3)EIizabethLatllrol〕C1Mlil(ller，／ｌＳＭｙ０／ﾉﾉ1ｃＳｏｗｃｅｓｏ／ｌ此ＴｕﾉCｓ（Ｍ
Ｒｏ７)ｌｕ７ＬｃｃｓＷｒｉ〃c〃ｌＷＭＭﾉ1m'1ieノノノａｗｌﾉjor71cBc/breI853，Folcl･oft,T1leFolcro(ｔ
Ｐｒｅｓｓ，１９６９．ｐ、２．ＤＯＩ､ｅ、，〃α'１'ｌＡｏｒ７ｌｅ，１〕、４５．
（４）Ｓｔｅｗａｒｔ，ノル'１'ﾉﾊｏ)･〃＠，１)．３７．
（５）ＨｙａｔｔＨ、Ｗａｇｇｏｎｅｒ，〃(111'1Aｏｒ〃αＡＣｒｉｔｉｃ(IノＳＩ１ｌ(ｌＺﾉ，Ｃａｍl〕１．i〔lge，Ｈａｌ･ｖａｒｄ
Ｕｎｉｖ、Ｐｒｅｓｓ，１９６７，１)ｐ、２６４－２６５．
(6)ArlinTurner，ＮｕｌＡｕ〃ieノ〃(ＥＷＩﾉlor〃cJA71Dllro(ｌ１(ｃｌｉｏ〃ｕＭｂｌﾉｅｒＰｒｃｌｕｌｉｏ７１，Ｎｅｗ
Ｙｏｒｋ，Ｈｏｌｔ，１９６１，ｐｐ、８５－１０３．
(7)ＮｅａｌＦｒａｎｋＤｏｕｂｌｅｄａｙ，〃(ＩｗｔＡｏｒ"ｅ'ｓＥｕｒ/〃Ｔ〔IﾉｃｓＪＡＣｒ/lic('ノＳＭｌ１/，Ｄｕｒ１】ａｍ，
ＤｕｋｅＵｕｉｖ，Ｐｒｅｓｓ，１９７２，ｐ、１１．
（８）RobertCantwell，ⅣαﾉﾉMI71ieノＨｎｗＩＡｏ)･"ｅＪＴＡｅＡ"lericm71ycurs，ＮｅｗＹｏｒｋ，
ＯｃｔａｇｏｎＢｏｏｋｓ，１９７１，１)．1３６． 
Hosei University Repository
9０ 
(9)James，ＨａｗｌＡｏ?."e，ｐ,２１． 
(10）Cantwell，Ｈｕｌ０ｌＡｏｒ７ｌｅ，ｌ〕．148．
(11）HubertH・Hoeltie，Imp〔ＭＳﾊ"ｆＴ此ＭＭｍ"〔ノ〃ｅａｒｔｏ／MItAa'ljeノHqMjoγ7Je，
Ｄｕｒ１ｌａｍ，Ｉ)ｕｋｅＵｎｉｖ、Ｐｒｅｓｓ，１９６２，１)ｐ、１１６，１２６．
(12）ルノ(Ｌ，ｐｐ、22-25．
(13）Doubleday，ＥｕｒﾉZノＴｕﾉＣｓ，１〕I〕、１３－３２．
(14）Geol･ｇｅＥ、Woodberry，ノVﾛﾉﾉMu7ljeノＨｎＩＣﾉﾊｏｒ"e，Detroit，GaleResearcl1Company，
１９６７，ｐ、３３．
(15）Mat11er，〃(u2uﾉﾉｌｏｒ７ｌｅ，ｐ、２２．
(16）“Ｙｏｕｓｉｎｋ（ｌｏｗｎａｎｄｍｕｆｆ１ｅｙｏｕｒ｝lea(ｌｉｎｔｈｅｃｌｏｔｌ１ｅｓ，ｓ}】ｉｖｅｒｉｎｇａｌｌｔ１】ｅ
ｗｈｉｌｅ，ｂｕｔｌｅｓｓｆｒｏｍｂｏｄｉｌｙｃ}lill，ｔｌ１ａｎｔｌｌｅ１)ａｒｅｉｄｅａｏｆａｐｏｌａｒａｔｍｏｓｐ１１ｅｒｅ・
Ｉｔｉｓｔｏｏｃｏ１ｄｅｖｅｎｆｏｒｔ１ｌｅｔｌｌｏｌｌｇＩｌｔｓｔｏｖｅｌ]ｔｕｒｅａｂｒｏａｄ・Ｙｏｕｓｐｅｃｕｌａｔｅｏｎ
ｔ１ｌｅｌｌｌｘｕｒｙｏｆｗｅａｒｉｎｇｏｕｔａｗｌｌｏｌｅｅｘｉｓｔｅｎｃｅｉｎＩ)e〔１，Ｉｉｋｅａｎｏｙｓｔｅｒｉｎｉｔｓ
ｓｌｌｅⅡ，ｃｏｎｔｅｎｔｗｉｔ１ＤｔｈｅｓｌｕｇｇｉｓＩｌｅcstasyofillactioll，ａｎｄ（11．ｏｗｓｉｌｙｃｏｎｓｃｉｏｕｓ 
ｏｆｎｏｔｌｌｉｎｇｂｕｔ（ｌｅｌｉｃｉｏｕｓｗａｒｍｔｌｌ，ｓｌｌｃ１ｌａｓｙｏｕｎｏｗｆｅｅｌａｇａｉｎ．Ａ}ｌ１ｔ１ｌａｔｉ(ｌｅａ 
｝】ａｓｂｒｏｕｇ１】ｔａ｝ｌｉｄｅｏｕｓｏｎｅｉｌｌｉｔｓｔｌ､ａｉｎ、Ｙｏｕｔｌｌｉｎｋ１ｌｏｗｔｌｌｅｄｅａｄａｒｅｌｙｉｎｇ
ｉｎｔ}Ｉｅｉｒｃｏｌｄｓｌｌｒｏｕ(ｌｓａｎ(ｌｎａｒｒｏｗｃｏｆｆｉｎｓ，ｔ１ｌｒｏｕｇ１１ｔ１ｌｅｄｒｅａｒｗｉｎｔｅｒｏｆｔ１]ｅ 
ｇｒａｖｅ，ａｎｄｃａｎｎｏｔｐｅｒｓｕａ(ｌｅｙｏｕｒｆａｌｌｃｙｔｌｌａｔｔ１ｌｅｙｎｅｉｔｌｌｅｒｓ}】ｒｉｎｋｎｏｒｓ}ｌｉｖｅｒ，
ｗｌｌｅｎｔｈｅｓｎｏｗｉｓｄｒｉｆｔｉｎｇｏｖｅｒｔ}】ｅｉｒｌｉｔｔｌｅ１１ｉⅡｏｃｋｓ，ａｎｄｔ}〕ebitteI、ｂｌａｓｔ
ｌｌｏｗｌｓａｇａｉｎｓｔｔ１ｌｅｄｏｏｒｏｆｔｌｌｅｔｏｍｂ・ＴｌＩａｔｇｌｏｏｍｙｔｌｌｏｕｇｈｔｗｉｌｌｃｏllectagloomy
multitude，ａｎｄｔｌｌｒｏｗｉｔｓｃｏｍｌ)Iexionoveryourwakeful｝)our.'’（Ttuicc-Toﾉｄ 
Ｔｑ化s，Ｏ}lioStllteUniv、Press，１９７４，ｐ、306）
(17）Ｃhandler，ＡＳｔｉ`〔ﾉｙｏ／ノハｅＳｏ１`，℃Cs，ｐ、５７．
(18）Ｅ〔lwardWagenknec}1t，ノVutAq71jeノ〃(ulUlAor"eJM(J〃（J71(ノWriteγ，NewYork，
ＯｘｆｏｒｄＵｎｉｖＰｒｅｓｓ，１９６１，１〕、１１７．
(19）NewtonArvin，Hqlulﾉlor'ＩＣ，NewYork，Russell，1961,ｐｐ、30-69．
(20リJames，HutotAoγ"e，ｌ)p、48-53．
(21）Cantwell，Hu1()lAo)･"e，ｐ、136．
(22）James，〃a2ptAor7ue，ｐｐ、４６，４７．
(23）CfWoodberry，HulolAor7le，ｐ、５７．
(24）Ｃｆ・Mat}ler，ＨｑｔｕlAor7le，ｐ、５６．
(25）Woodberry，〃nt0lAor71e，ｐ、５８．
(２０Hoeltje，ルltUα)･〔ノＳＡ〃，ｐ、９９．
(27）TerellceMartin，ＮａｔＡｑ"jeノノノａｌ０ＩＡｏｒ"c，NewHavell，College＆Univ，Press，
１９６５，ｐｐ、５２－５４，１８２．
(28）Waggoller、HuMjor7De，ｐ、２７．
(29)なお，作hl1の分類では，ホーソーンの想像力を，ファンタステイックな作品に結晶して
いる創造的なもの，歴史に材料をとったテールズに結晶している再創造的なもの，スケッ
チ風の作品に結,W,している観察を基調としたものの三つに分類したゴーマンのものがある
が，ここで重要なものは，「アリス・ドーンの訴え」に書きなおされた「七つの物語」と
『ファンショー」との'１{|に因果関係があったのではないかと考えるキヤントウェルの見方
である。しかし，これを裏付ける第一資料が徹底的に不足しているのだから，恐らく実証
することは難かしいだろう。CfHerbertGorman，Ｈａ１０ｔＡｏｒ"ｅ８ＡＳｊＭｙｊ７１Ｓｏﾉﾉｰ
Hosei University Repository
9１ 
ｌ１４ｄｅ，ＮｅｗＹｏｒｋ，ＢｉｂｌｏａｎｄＴａｎｎｅｎ，１９６６，ｐ、４６．Ｃａｎｔｗｅｌｌ，HalDtAor?DC，ｐ、１３２．
(３０“…Ａｓｙｏｕｒ｝ｌｅａｄｆａｌｌｓ１)ackuI〕ｏｎｔ１ｌｅｐｉｌｌｏｗ，ｙｏｕｔ１Ｉｉｎｋ－ｉｎａｗｈｉｓｐｅｒｂｅ
ｉｔｓｐｏｋｅｎ－１】ＯＷＩ)Ｉｅａｓａｎｔｉ,〕ｔ}ｌｅｓｅｎｉｇｌｌｔｓｏｌｉｔｕｄｅｓ，ｗｏｕｌｄｂｅｔＩｌｅｒｉｓｅａｎｄｆａｌｌ
ｏｆａｓｏｆｔｅｒｂｒｅａｔｌｌｉｎｇｔｈａｎｙｏｕｒｏｗｎ，ｔｌ１ｅｓｌｉｇｌｌｔｐｒｅｓｓｕｒｅｏｆａｔｅｎｄｅｒｅｒｂｏｓ－ 
ｏｍ，ｔ}ｌｅｑｕｉｅｔｔ１１ｒｏｂｏｆａｐｕｒｅｒｈｅａｒｔ，ｉｍｐａｒｔｉｎｇｉｔｓｐｅａｃｅｆｕｌｎｅｓｓｔｏ）'ｏｕｒ 
ｔｌ､ouble(］ｏｎｅ，ａｓｉｆｔｌ】ｅｆｏｌ】(１ｓｌｅｅｐｅｒｗｅＩ､ｅｉｎｖｏｌｖｉｎｇｙｏｕｉｎ｝】ｅｒｄｒｅａｍ、
Ｈｅｒｉｎｆｌｕｅｎｃｅｉｓｏｖｅｒｙｏｕ，ｔ１ｌｏｕｇｌ１ｓｌｌｅｌｌａｖｅｎｏｅｘｉｓｔｅｎｃｅｂｕｔｉｎｔ１】ａｔｍｏ－
ｍｅｎｔａｒｙｉｍａｇｅ.'，（Cl〕・Cit.，ｐ、308）
(31）MoncureDConway，Ｌｉ/ｂｏ／ﾉVmlA(ｗｅノノノロＷｈｏγ"e，NewYork，ＨａｓｋｅｌｌＨｏｕｓｅ
Ｐｕｂｌｉｓｈｅｒｓ，１９６８，ｐ、６０．
(32）LIoydMorris，ＴＡｅＲｃＭﾉiol`ＳＰＩ`）･ilq"JPorlrqjto／Ｍｒ．〃(､)lAor"c，Ｎｅｗ
Ｙｏｒｋ，ＫｅｎｎｉｋａｔＰｒｅｓｓ，１９６９，１)．７９．Ｃｆ・ＨｅｎｒｙＧ、Ｆａｉｒｂａｎｋｓ，ＴﾉｌｅＬｕｓｌ/"ｇ
Ｌｏ,!eﾉﾉ,lesｓｏ／Ⅳαﾉﾊα，ljcノHuiolAor'1e：ＡＳﾉ,`〔ﾉｙｏ／ｌＡｅＳｏｉ`,･ｃｅｓｏ／Ａ/ie,lulio,，，,，
Ｍｏｄｅγ７１ＭＪ?】，ＮｅｗＹｏｒｋ，ＭａｇｉＢｏｏｋｓ，１９６５，ｐｐ、１２１－１３９．
(33）川端香男里訳，せりか諜房，1974年。
(34）ＪａｃＴ１ｌａｒｐ，Ⅳ(ｕｊＡｕ〃jeノHml()tﾉlor"efltle〃ｌｊｌ)ノ（u71〔１Ｋ"0'()ﾉe(lge，Carbondale，Ｓｏｕｔ}１－
ｅｒｎｌｌｌｉｎｏｉｓＵｎｉｖ、Ｐｒｅｓｓ，１９６７，ｐ、３．
(35）Ｃｆ・Wagenknecl】t，〃qtolAo)･'ＩＣ，ｌ〕、１７８．Ｃａｎｔｗｅｌｌ，〃αl()Ｉﾉｌｏｒ〃ｅ，ｐ、９０．
(36）CfNealFrankDoubleday(e(L)，〃(､)ﾉﾉuor"ｃＪＴａｌｅｓｏ／HlisMutiDeLq"｡，
Ｂｏｓｔｏｎ，，．Ｃ、Ｈｅａｔ１ｌａｎｄＣｏｍｐａｎｙ，１９６２，１)ｐ、１６３－１６５．
(37）CfWaggoner，〃〔MlAor71e，Ｉ〕、６４．
(38）Ｍｏｒｒｉｓ，Ｔ此Rel)ｅ〃jolzsハｒｉｔｑ恥ｐ,７８．
(39）Martin，HulUlAor"e，ｐ、２５．
(４０ルノ｡.，Ｐ、５１．
Hosei University Repository
